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でいるのに過ぎない。結合脂肪酸および不
鹸化物においては，その含量が特に微量であ
ることが，立証されたものといえる。
なお念のため，遊離脂肪酸について吟味し
てみると，前記したところによると，この試料
の中には，分劃に使った蒸鰡残査物の中の総硫
黄の3.3％が移行しており，結合脂肪酸の中に
は，0.6％の硫黄が移行していて，不鹸化物の
中には，0.7％の硫黄が移行していることが，
この表にみられるように，遊離脂肪酸の硫黄
定量値は，0.025～0.028％となっており，平均
は，0.027％となっている。結合脂肪酸の硫
黄の定量値は，0.004～0.006％であって，その
平均は，0.005％となっている。不鹸化物に
ついての定量値は，0.006～0.008％で，その平
均は，0.007％となっている。
上記の硫黄定量成績は，この項における被検
試料には，いずれも非常に微量の硫黄を含ん
?46 八 野
確かめられた。
そこで，試みに各分劃の硫黄を総合してみ
ると，その総量は蒸鰡残査物の総硫黄の5.6％
に相当している。すると，その残りの94.4
％の硫黄は，分別操作中にたまたま水層に溶
解し去ったものであると，考えられる。
ここになお念のため，分解混合脂肪酸の中
に含まれている硫黄について，上記した実験成
績に基づき，1，2の形態の如何に関する吟味考
察を試みておこうと，思う。
最初に考えなければならないことは，触媒がその
まま，ドデシルベンゼンスルホン酸として，分解混合
脂肪酸の中に残留している場合の可能性の如何につい
てである。次は，触媒自身が分解して生じた硫黄
化合物および硫黄が，混在している可能性の如何に
ついてである。第3には，触媒の分解によって生
じた硫黄化合物の油状物と結合した形になっている
硫黄が，存在しているかどうかについてである。
第1の場合と第2の場合のうち，その硫黄が高級
スルホン酸化合物であるとすれば，その硫黄の化合物
は，当然遊離脂肪酸の分画中に移行している筈であ
る。ところが，本篇の実験によれば，遊離脂肪酸の
中には，総硫黄の3.3％に相当する硫黄が，定量され
ただけである。してみると，さきに述べた硫黄化合
物は，意外にも分解混合脂肪酸の中には殆んど混在
していないと，いわなければならない。
第2の場合のうち，硫黄が無機化合物或いは低級
スルホン酸化合物などのような水溶性の硫黄化合物と
なっている硫黄の存在については，最早や論を俟つ
までもないことである事実が，本研究において，明確
に立証されている。
第3の場合の硫黄については，それぞれの分画の中
に殆んど硫黄が定量されなかった実験成績に基づけ
は，事実上存在していないものと，思われる。
最後に，なお念のため，以上に述べた考察
の結果および実験の成績を，総合しておくこ
とにしようと，思う。
以上に記載したように，本篇の研究において
は，精製した米糠油の分解物について，強リン
酸法を使う硫黄の微量迅速定量を行なった結
果，従来の方法によっては定量が不可能であ
った極めて微量の硫黄を含む油脂状物の中の
硫黄含量を非常に正確に定量できるというこ
とが，確かめられたのである。従って，本篇
の研究は，微量硫黄定量法としての意義が，む
しろ大きい。
高級スルホン酸化合物などの硫黄化合物は，家庭に
おいて広く使われている合成洗剤の主成分として多
量に消費されている。してみると，この種の化合
物の人体に及ぼす影響の如何については，充分な吟味
検討をすることが，明かに必要となっている。こ
うした事態からみると，著者の研究は洗剤が問題と
なるような場合にも，かなりに大きな意義を持って
いると，いってよいであろう。
総
本篇の研究においては，精製された米糠油の
混合脂肪酸およびその分劃物について，硫黄
の定量が行なわれている。それぞれの被検
試料中の硫黄は，甚だ微量であるので，その定
量に当っては，強リン酸法による硫黄の微量迅
速定量法を応用したところ，非常に良好な定
量成績が得られた。なおこの研究報告の中
には，分解混合脂肪酸の中に含まれている硫黄
の分布および形態についての吟味検討が，試
みられている。
精製された米糠油からの混合脂肪酸の調製に当って
は，触媒としてドデシルベンゼンスルホン酸が使わ
れており，混合脂肪酸の分劃に当っては，蒸鰡法，イ
ソプロピルアルコール法および脂肪酸の鹸化による
括
方法が，応用されたのであった。
ここに念のため，著者の得た研究成績の中
から，主要なものを掲げておくと，それは次
のとおりである。
1．精製米糠油から得た混合脂肪酸中の硫黄
は，0.057％であった。この混合脂肪酸を分
別蒸鰡して得られた蒸鰡脂肪酸には，0.002％
の硫黄が，定量されているが，その蒸鰡残査に
は，0.28％の硫黄が定量されている。
2．著者は念のために，同一の混合脂肪酸に
ついて，従来の燃焼法，カリウス法およびア
ルカリ熔融法を使って，その硫黄を定量しよ
うと試みたところ，何れの方法によっても安
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定した定量値が得られなかった。
3．混合脂肪酸中に含まれている硫黄は，分
解の際に添加された触媒中の硫黄の量と理論
的にほぼ一致しているので，恐らく混合脂肪
酸中の硫黄は，殆んど全部が触媒に由来する
ものであろうと，思われる。
4．蒸鰡残査物から分別されたガム質の中に
は，0.36％の硫黄が定量され，ワックス分の中
には，0.056％の硫黄が定量されたが，油状分
の中には，0.33％の硫黄が定量された。
5．蒸鰡残査物から分別された遊離脂肪酸，
結合脂肪酸および不鹸化物の中には，0.027
％，0.005％および0.007％の硫黄が，定量さ
文
1）八野耕明：本誌．法医･鑑識･社会医学雑誌，6，18
(1968)．2）寺田宏･吉田政雄：工業化学雑誌，
れている。
6．以上の成績を綜合して，精製米糠油の混
合脂肪酸の中の硫黄の分布状態および結合状
態を吟味検討した結果，次のようなことが推
知された。
混合脂肪酸を蒸鰡すれば，硫黄が痕跡にすぎない
脂肪酸が得られることが，実験的に立証された。
混合脂肪酸の中の硫黄の大部分は，無機の硫黄化合
物または低級スルホン酸化合物などの硫黄化合物の
格好となって存在していることが，推知された。
なお油脂の高重合物と考えることのできるガム質
には，ガム質と結合した状態の硫黄が含まれている
と，考えられる。
献
61,1301（1958）
